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　脇本陣髙草家は、文化12（1815）年に矢掛村庄屋となり、安政5（1858）年には大庄屋となっ

た家で、「大髙草」と呼ばれました。

　屋敷は間口約18間（約33ｍ）、敷地面積約530坪（約1,370㎡）で、本陣石井家に次ぐ規模と

なっています。

　同じ宿場に本陣と脇本陣が二つとも残っており、かつどちらも国の重要文化財に指定されて

いるのは全国で矢掛宿のみです。
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